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序章 東北の工業振興と 「場所」

(1)こ の論文が扱う対象とそれに対する現状認識

この論文の対象は、地方圏の中小の工業都市における戦後地域開発の内実 とその結果、そして、グ

ローバル経済下における地域工業の高度化への取組みの現状、である。

この論文では、地方中小都市の現状について次のように認識する。そこでは、戦後の地域開発にもか

かわ らず中央の大都市 との経済格差は縮まらず、産業や雇用をはじめとして地域全体の活力が低下 して

きた。また、経済のグローバル化が激化する1990年代以降、大手製造業の加工組立部門の海外移転が増

加するのにつれて地域工業の空洞化が進み、そのことが地方圏の全体 としての疲弊をますます強めてい

る。他方で、近年になって高付加価値型の工業への自立展開の動きがみられるものの、その内実 と実現

の成否は、各々の都市の事情を反映して一様ではない。そのさい、国内外に及ぶ都市間 ・地域間競争の

もとで、地域経済の自立的発展の要因として、その地が擁 している、もしくは作 りあげている様々な次

元にわたる地域諸要素の個性、言い換 えると 「場所の個性」の大切さが浮上している。

(2)先 行研究

この論文の対象をめ ぐる先行研究 は、これまで、社会学のみな らず地域経済学や経済地理学などと

いった隣接分野でも相当数の刊行物が著わされている。社会学分野でこの対象領域の研究を主導してき

たのは地域社会学である。そこでは、「構造分析」的な理論枠にのっとって対象都市の経済構造そして社

会構造が分析 され、さらに、それらの構造に規定されまた規定 し返 してい く対象都市住民の生活構造や

意識構造が分析されてきた。この研究のなかで、生活の論理よりも資本の論理が優先されてきたがゆえ

の地域諸矛盾のほか、地域経済の活性化にとってもつ外来型発展の限界などが実証的に解明されてきた。
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しか しここ10数 年、現実社会 の変化 をふ まえて、 こうした 「構造分析」的 な理論枠 が もっ不備が幾っ

か指摘 され てきた。本論文では、 それに加 えて、 この 「構造分析」 は地方都市の分析 を介 して 日本資本

主義 の全体構造 を普遍的 に解 明 しようとその精緻 化 を重ねて きたのであって、 そのぶんだ け、 対象都市

をその個性 とのかかわ りで捉 えた り、 その個性の形成過程 を捉 えた りする視点が弱い ことも指摘で きる

と考 え る。

(3)こ の論文の 目的

この論文 の主 な目的は、 これか らの地域 開発や工業振興 のあ り方 を見据 えつつ、地方 中小都市 の個性

に着 目する観点か ら地方圏におけ る戦後50年 余 りの 「開発」 を理解す ることにあ る。 この 目的を、第一

に、戦後の工業振興の推移 と地域工業の 自立展開 に向けた今 日の営 みを、地方中小都市 の各 々の個性 と

のかか わ りか ら実証的に明 らかにす る ことを通 して、第二 に、 こうした各々の個性 を横 断 して見 られ る

ところの、「開発」を受容 して きた、もしくは受容せ ざるをえなかった地方都市の側 におけ る共通 の内因

を探 る観点か ら明 らかにす ることを とお して追求す る。

この論文 は、先行研 究の成果 をふ まえなが ら(4)に記 す視点か ら実施 した事例研 究であ る。対象地 は福

島県 のいわ き市 と会津若松市、 山形県 の米沢市、岩手県の北上市 と花巻市、 そして青森 県の八戸市の6

都市 であ る。いずれ も東北 を代 表す る地 方工業都市 であ る とともにそれ ぞれ の開発 を経験 して きてお

り、 この論文の格好の事例対象地で ある。

(4)こ の論文の視点

この論文で は、上の 目的を近年の社会科学 において注 目を集 めて いる 「場所」概念 に着 目す る ととも

に、 この 「場所」概念 を より精緻化す るこ とによって追求 す る。 それ は、「場所 」概念 の精緻化 そのもの

もこの論文の 目的の重要 な一部 とな るこ とをも意 味す る。具体的 には、「場所」概念 に 「場所 の個性」 と

「場所への意図」 と 「場所 の思想」 とい う3っ の分析 的な含意 を持たせ、 これ らの下位概念 をキー ワー

ドに しつつ上の 目的を追 求する。以下 に、 この 「場所」概念 とその精緻化の要点について述べ る。

ここで は、「場所 の個性」を、自然的、社 会的、歴史的 もしくは文化的諸規定 のなかで積極的 も しくは

消極的 に取捨選 択 されて きた地域諸要素の編成体 として、つ ま りは、主体 的 に形成 され てある実体 とし

て捉 える。 そ して、 こうしたもろもろの地域要素 はなにが しか の 「場所への意図」に よって編成 され る

ので あ り、「場所 」の範域 は、この 「場所 への意 図」や行為が及ぶ範 囲 とみ ることができる。 そ して この

「場所への意図」 をその深層か ら規定す る主体 的な条件 のひ とつ として、その主体 が明示 的 もしくは暗

黙の うちに内包 させ てい る 「場所」へのイメージや 自 らの地 に対す る自己認識 いいか える と 「場所の思

想」 をあげ ることができ る。

1章 東北工業都市の開発史と今日的課題

1章 では、対象6都 市の個別の事例分析 に入 る前に、多 くの統計書や官公庁作成による報告書を使用

しなが ら東北全体の工業振興の歴史 と現状 を把握 したうえで、そこに見られる特徴 と課題についておお

まかに述べている。

そのなかで、東北の戦後の工業振興がもっ外来型の性格、そして1980年 代から電気機械産業が急速 に

進出 して くる背景を具体的に明 らかにしたうえで、グローバル経済の進行下にある東北工業の現状 とそ

の課題 について概観 している。さらに、近年の東北の工業は、一方で主に首都圏からの企業誘致に依存

する外来型の工業振興策の性格を残しつつも、他方では高付加価値型の地域工業への自立転回の動きが

散見されつつあるとともに、その支援体制の拡充に向けた動きが活発化 していることを明らかにして

いる。
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2章 炭鉱城下町から首都圏近接の複合的工業都市へ一 いわき市の工業一

2章 では、明治中期か ら昭和30年代前半 まで炭鉱城下町 として活況を呈 し、その後 は新産業都市 とし

て指定されて化学 ・電気機械 ・そして近年では輸送機械 という三本柱の工業構造をもっているいわき市

の工業を対象 とした事例分析を行った。

炭鉱城下町 としての工業の前史と新産業都市指定以降のいわき市工業のいずれにも、自立した工業振

興を志向する 「場所への意図」ではな く、中央の政策や資本に工業振興の牽引力を求める外来志向の

「場所への意図」が共通 してみてとれる。そしてその深層には、広大な平坦部 と温暖な気候 とあいまっ

て首都圏に近接 しているいわき地域の地理的な比較優位性 という 「場所の個性」に対する信頼 と経営上

の成功体験が、自らの地に対する自己認識いいかえれば 「場所の思想」 として横たわ り続けている。今

日のいわき市工業にあっては経済のグローバル化に対応する工業の高度化の担い手が不透明であるが、

こうした現状にも、上の地理的な優位性への自己認識 もしくは 「場所の思想」が大きく与かっている。 し

かも古 くか らの地域中小企業のぼあい、業種間の敷居 に加 えて合併前の旧地区を単位 とする地元意識 も

強いことなどもあり、その自立的な工業振興 という 「場所への意図」の全市レベルでの醸成を一層むっ

かしくしている。

3章 地場産業の町から富士通城下町へ一 会津若松市の工業

3章 では、江戸期から会津塗 りと会津酒の地場産業の町 として名が知 られるとともに、1960年 代末か

らは富士通グループの半導体の世界的製造拠点 となって 「富士通城下町」 とも称されるようになった会

津若松市の工業を対象とした事例分析を行った。

会津若松市では、漆器や酒造 といった産業上の個性が1960年 代 までその重みを保ち、それが広汎にわ

たる会津の 「場所の個性」を形成 していた。1970年 代以降になると、富士通グループの企業城下町 とい

う新たな 「場所の個性」がそれに取って代わるようになる。その後の経過は、外来型の工業振興をとげ

た東北の他の中小都市 と同じように、会津の旧来の 「場所の個性」を色裾せ、抽象化 ・均質化させ る道

のりであった といってよい。さらにまた、富士通城下町という 「場所の個性」のなかには、会津の工業

振興の担い手を中央資本 という外来の主体に依拠しようとする「場所への意図」が織 りこまれている。そ

してその 「意図」は今 日でも色濃 く機能 し続けてお り、会津の自立的な工業振興 とその担い手が登場す

るのを妨げる一因になっている。さらにそうした 「場所への意図」の深層には、明示的と暗黙のうちを

問わず、会津の 「後進性」や内陸盆地であることの 「閉鎖性」に対する自己認識いいかえると 「場所の

思想」が横たわっている。

1960年代以降の会津の工業振興は、会津への 「後進性」や 「閉鎖性」 といった自己認識を相対的に浮

上させながら、外来の力によって中央 との経済格差を埋める対象 として自らの地を自己認識する経済一

元的な 「場所の思想」が広 く染みわた り、しかもそれが地域中小企業を含めた会津の住民一般にも広 く

受容されてきた過程 と見 ることができよう。

4章 スピンオフの土壌と企業化支援 花巻市の工業一

4章 では、主に外来型の工業振興をたどった東北の工業都市のなかにあって内発型の工業振興の歴史

をもち、近年では、全国的にみても先駆的な起業化支援策を展開 している花巻市の工業を対象 とした事

例分析を行った。

花巻市の工業のなかには自立的な地域企業家風土 という 「場所の個性」が醸成されてきたが、そこに

は地元出身の谷村株式会社新興製作所の戦時疎開と、 この谷村新興から多数:の企業がスピンオフしてき
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た戦後の歴史が大きく関与している。花巻市は、この自立的な地域企業家風土 という 「場所の個性」を

醸成させなが ら、東北の内陸の小都市にあってほとんど他に類をみないような内発型の地域工業を展開

させてきた といえる。しかし首都圏か らの企業誘致が進んだ1970年 代半ば以降、 とくに経済のグローバ

ル化が進む近年、全体 として高度な技術を保有して高付加価値型の経営を実現 している地域企業はなか

なか排出されていない。つまり、上の花巻市の 「場所の個性」が確固として継承されてきたとは言い切

れない。

こうした状況にあって、花巻市行政は、その自立的な工業振興 という 「場所への意図」をこめて、1990

年代に入ってから多彩な起業化支援策を積極的に推 し進めている。その顕著な成功事例はまだ現れてい

ないとはいえ、東北の内陸の小都市でありながら、外来型の工業振興のみならず、他都市にはみられな

いようなスピンオフや起業化の相応の歴史を早 くから経験 してきた自立的な地域企業家風土 という花巻

市の 「場所の個性」をかんがみるとき、地域企業の高度な自立展開を図ろうとするこうした工業支援策

がもっ地域 に根ざした意義には大きなものがある。

5章 基盤技術の一大加工センター一 北上市の工業一

5章 では、臨海部 と違って北東北の内陸にありながら、1950年 代半ぼ、 とくに1960年代に入ってか ら

急速な工業化を遂げて、金型製造や機械加工(切削 ・プレス等)や メッキ、塗装 といった 「基盤技術の一

大加工センター」 とまで称されるようになった北上市の工業を対象にした事例分析 を行った。

「基盤技術の一大加工センター」という北上市工業の特徴のなかには、中央から遠 く離れて交通 も不便

な北東北の寒冷な内陸という北上市の 「場所の個性」が大 きく与かっている。基盤型工業はもともと騒

音や臭気など公害発生型の業種であるが、1960年 代にあって地理的 ・気候的に不利な条件下にありなが

ら工業化を目指 した北上市は、立地や移転先に苦労していた首都圏のこうした中小企業を積極的に誘致

せざるをえなかったか らである。

また北上市の工業振興にとっては、高速交通網が整備されされ始める1980年 あた りはおろか1970年 代

に入って政府が内陸型企業の立地促進策を打ちだすよりもかなり前、農村 としての性格がまだまだ色濃

かった1950年 代半ばというかな り早い時期にあって、首長をはじめとする北上市行政が外来の誘致企業

の招致による工業振興 という 「場所への意図」を選択 したことが大きく作用 したといえる。そしてこの

「意図」の深層には、北東北の内陸にあっての 「後進地帯あるいは低開発地帯」や 「近代産業の立ち遅

れ」などといった自らの地に対する 「場所の思想」 とでもいえそうな後進性の自己認識を指摘できる。

近年にな り、早期から誘致されてきて高付加価値型の経営を実現 している外来の企業が北上市に土着

化する動 きが大き くなっている。こうした企業にあっては、上に見たような自らの地の後進性を自己認

識する 「場所の思想」はすでに影をひそめ、それにかわって、自らの地の工業振興を自立的に具現 しよ

うとする 「場所への意図」、そして、自らの地をその意図の実現が可能な地 として自己認識する自立的な

息遣いをもった 「場所の思想」が根をおろしつつある。

6章 弱電の町と企業間ネットワークー 米沢市の工業一

6章 では、北上市 と同じく1960年代 という早い時期か ら企業誘致による外来型の発展を遂げ、今では

「弱電の町」 と称 されように電気をはじめとする高付加価値型の機械器具分野の企業を集積させている

米沢市の工業を対象にした事例分析を行った。

米沢市工業は、1980年 前後か ら 「弱電の町」 としてその名を全国に馳せている。そこには、東北地方

の雪深い内陸の地における一次産業 と米沢織の優勢のなかにあって、早い時期か ら外来の誘致企業を招
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致 す ることによって 自 らの地域 の振興 を図ろ うとす る明示的な 「場所 への意図」が あった こ との意義 は

大 きい。 しか もここで は、誘致企業(大 手6社)ぐ るみで企業 間の 「競争 ・協調ネ ッ トワー ク」 を作 り

あげ ることによ り、地域企業 自らが地域工業 の高度化 に向 けた 「場所へ の意図」 を具現 させ るための組

織 的支援 のあ り方 を作 りあ げてい る。 そ こには、大手6社 の多 くが、中央 だけを向いてい る外来 度の強

い誘致企業 とい うよ りは、その出 自か らして地元企業 に近 い性格 を備 えた、 もしくは土着化の度合 いが

強 い企業で あった とい う性格が かな り与か って いる。

さらに、ITを 活用 した高度 な コ ミュニティビジネス を模 索 してい る米沢 ビジネスネ ッ トワー クオ フィ

ス(BNO)の ご く最近 の動 きのなか には、地域 固有 の新 しい市場 を地域IT化 の推進 とか らめなが ら開拓

しようとす る、 いわ ば固有の 「場所 の個性」 を抱 えた地域 の内側 に足場 をおろ した内発型の地域振興 と

い う 「場所への意図」が織 りこまれてい る。

7章 漁業水産基地と基礎素材型工業の町一 八戸市の工業一

7章 では、古 くからの漁業 ・水産基地であるとともに、八戸地区新産業都市に指定されるなど戦後一

貫 して外来型の 「開発」を歩んできた北東北の中核都市 としての八戸市の工業を対象 とした事例分析を

行った。

八戸市における戦前からの漁港の整備や水産加工業の集積は、漁業・水産基地 としての 「場所の個性」

を形成 して くる過程であった。 しかし、新産業都市指定以降に八戸市の外来型の工業振興 という 「場所

への意図」が臨海型の基礎素材型工業を突出させて くるのに伴って、従来か らの水産加工業のほか砂鉄

や石灰石などの土着資源に依拠 した地場資源型工業が衰退 して くる。それにあわせて、従来からの地場

資源型工業 という産業上の個性に係留されてきた八戸市の 「場所の個性」が抽象化されて くる。

こうした戦後八戸市における外来型の工業振興史の深奥 には、「3年に1度 の凶作の くりかえし」、「引

きも切 らずに流れ出る出稼ぎ者」、「離散一流浪一餓死一身売 りの歴史」、「藩政時代からの飢饒」、「敗北・

従属の歴史」、「本州最北の青森県」などといった自らの地 に対する 「後進性」認識もしくは 「場所の思

想」が大きく作用 していた と考えられる。そしてそれが、「開発」こそがそれを断ち切る有効な回路を形

成するという認識 ・思想を導 くことになる。あわせて、港湾都市であるがゆえの外に開かれている 「開

放性」 という自己認識 もまた、港湾整備に端を発する外来型の企業誘致策を積極的に受容してきたもう

ひとっの場所的な思想規定だった とみなすことができる。「後進性」に加えて この 「開放性」認識 もま

た、八戸の漁業基地 ・港湾都市 としての従来の 「場所の個性」 ともあいまって、人々のいわば無形の日

常思想のレベルに折 りたたまれてきた 「場所の思想」だといえよう。

終章 「場所の思想 」の相対化 に向けて

東北 にお ける6つ の地方工業都市の事例分析 をふ まえ ると、戦後50年 にわた る 「開発」 の歴史 は、 そ

れぞれ の地方都市の 「場所」 を編成 してきた従来か らの地域諸要素が、経済一元的な 「場所 への意図」

を動力 として、その生産(工 業生産)の 装置 を優先 させ るかたちで再編 されて きた過程 だった といえる。

そ して この 「場所 への意 図」 の主体 は、東北の外来型 の戦後開発史 を振 りかえれば、 中央 の政府 と資本

であったの はいうまで もない。 そ して この経済一元的な 「場所へ の意図」の奥底 には、東北 もしくは地

方 圏に広が る中小都 市が、 中央資本 に とって は経済 利益 をっかみだす ことがで きる、 あ るいはつかみだ

しやす い対象 として優先 的に認識 され てきた、いわ ば 「場所」 に対す るイメージ、いいか え ると 「場所

の思想 」が横 たわって いた。 そ して、 中央 資本 に よるそ うした 「場所 の思想」 とそれ に も とつ く上の

「場所への意図」を地 方都市 の内側か ら受容 して きたのが、「後進 性」や 「閉鎖性」・ もしくは 「開放性」
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や 「首都圏近接の優位 」 といった自 らの地 に対す る自己認識 もし くは 「場所の思想」 であった とみ るこ

とがで きる。 そ して こうした 「場所の思想」は、「地域 間格差」が ことさ らに語 られ る高度経済成長期の

入 り口 とい う歴 史位置 を念頭 にお けば、経済利益 を後追 うべ き地 として 自らの地 を 自己認識す る、や は

り経済一元的な 「場所 の思想」への親和性 を色濃 くしていった とみ るこ とがで きる。 こうしてみ る と、

地方都市 を横 断す る 「場所 の個性」の今 日的な均質化 は、つ きつ めてみ る と、場所 に対 する過剰な まで

の経済規定 を色濃 く受 けた戦後 日本の 「場所 の思想」 の台頭 にその震源 をもつ といえ よう。 そ して この

「場所 の思想」 の全 国 レベルでの一元化傾 向が また、地方圏 にお ける戦後 の 「開発」 ひいて は資本 の拡

大再生産 を、 どち らか といえぼすんな りと受容 させて きた大 きな内因だった といって よい。 ほぼ半世紀

を綴 って きた戦後 日本 の 「開発」史 は、地 方圏におけるそ うした 「場所の思想」 のひ とつ の歴史的な表

現体 とみ るこ とができ る。

しか し、経済 のグローバル化への対応圧力が もた らした地域工業の高度化 のなかで、 自立的 な工業振

興 とい う 「場所 への意 図」が息吹 きつつあ る。 そ して、技術や経営の高度化 を達成 しつつ ある地域企業

を排出 してい る地方都市 にあっては、企業経営者や行政担当者のなか に くすぶっていたかつての 「後進

性 」や 「閉鎖性」 といった 自 らの地 に対す る自己認識 もしくは 「場 所の思想」 は、 もはや ほ とん ど影 を

ひそめてい る。 こうして、地方工業都市 の内側 に立 ち入 ってみれば、中央 の勢力 を頼 る ことで 自らの工

業振興 を実現 しようとした 「場所 への意 図」 は明 らか に後退 しつつ ある。 その ことは、地方都市がその

外来型 の工業振興 を選 び とるなかで歩んで きた 「場所 の個性」の均質化 の道筋 を相対化 しつっ、 その地

に根 ざ した地域諸要素 の活用 とその編成 のあ り方 を新 しい 「場所の個性 」の形成へ とつ なげてい く主体

的な条件 を広 げて いる といって よい。経済 のグローバル化が もた らした高付加価値型の企業 経営への圧

力は、 それへ の対応の なかか ら、戦後 の 「開発」の なかで広が り尽 くして きた 「場所の個性 」の均 質化

へのペ ク トルを相対化 させ なが ら方向修正 して い く条件 をもなにが しか胚胎 させつつ ある。

4論 文の意義 と今後の課題

この論文 の意義 として、第一 に、「外来型」とい う性 格の も とに一括 されが ちだ った地方圏の戦後 開発

史、 そ してグローバル経済下におけ る地域工業 の高度化への動 きを、各工業都市 の 「場所の個性 」 との

かかわ りか ら実証的 に把握 しえた点をあげ ることがで きる。第二に、戦後 の開発 の要因 は、 よ く言 われ

て きたよ うな中央 と地方 との間の地域間格差 とその是 正 とい うのみな らず、 そこには、開発 を受容 す る

地方圏の 内側 にある 「場所 への意 図」や その基底 に横 たわ る 「場所 の思想」が大 き く作用 していた点を

実証 的に明 らか に しえた点をあげ ることがで きる。総 じて、「場所」概 念 に着 目し、 しか もそれ に 「場所

の個性」 「場所への意図」 「場所 の思想」 とい う3つ の分析 的含 意を持 たせ た この論文の視点の実証 的な

有効性が少 しは明 らか になったか と思われ る。 その意 味で、地方 中小都市や そこでの 「開発 」を扱 って

きた従来 の研 究 に新 しい分析視点 を付 け足 しえた とともに、近年 の社会科学 にお ける 「場所 」論 に も、

その理論研究上 ・実証研究 上のなにが しか の貢献 をな しえたのではなかろ うか。

他方で今後の研究課題 として、第一 に、「場所」概念 をめ ぐる内外 の諸学説 に一層広 く目を向 けなが ら、

それ らの学説状況のなかに この論文で得た分析 視点を理論 的に位置付 ける作業 を精緻化 させ る必要が あ

ること、第二 に、 この論文 では実証上の曖昧な点 も残 された点を省 みつつ、 「場所の個性」 「場所へ の意

図」「場所 の思想」 とい う分析視点の有効性 をよ り確 かな ものにで きる.ように、具体的な実証研究 の精度

を上 げて い く必要があ ること、 な どを考 えて いる。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は、場所概念のもつ包括性に着 目して、戦後 日本の東北の 「開発」もしくは工業振興のあり様

にっいて 「場所の社会学」 として定式化を試みようとしたものである。具体的には、自然的、社会的、

歴史的、もしくは文化的に規定された地域諸要素の編成体 として 〈場所の個性〉を捉えたうえで、そこ

での地域諸要素を導き出 し、付加 ・創造 し、移転 し、真似、整除し、あるいは無視 し捨象 したりする、

「場所」にたいする働きかけを 〈場所への意図〉 とみなし、さらにそうした 〈場所への意図〉を深層か

ら規定する主体的条件の一っとして、その主体が明示的もしくは暗黙のうちに内包させている 「場所」

へのイメージやみずか らの地にたいする自己認識を 〈場所の思想〉と捉えるものである。本論文は、「場

所」概念の如上の三つの分析的な概念を、東北における6つ の都市の 「開発」史 と工業振興の内実にス

ライ ドさせてその有効性をたしかめようとするものであ り、全体は、序章、第1章 ～第7章 、終章 とか

ら成 る。

まず 「序章」では、本論文を貫 く分析的な概念である 〈場所の個性〉、〈場所への意図〉、〈場所の思想〉

の社会学的含意 とそれ らの相互のかかわりが述べ られるとともに、戦後50年 にわたってしるされてきた

外来型の開発が、東北の各都市において連綿 と蓄積させてきた 〈場所の個性〉の歴層のかな りの部分を

均質化 し抽象化させる一方で、それぞれの都市が歴史的にかたちつ くってきた自然や風土や産業、さら

にはそこに住む人びとに染みこんできた有形無形の思想に通底するものであった、 とする本論文の基調

が示される。

「第1章 東北工業都市の開発史 と今 日的課題」では、上述の 「序章」を受けて、まず東北地方の戦後

開発史が戦後 日本の地域開発政策の展開に即 して概観され、それが外来型の開発史 として総括され る。

そ して1980年 代以降、電気機械産業を主軸にしてみられるようになった高付加価値型の地域工業への転

回が依然 として外来型の開発の色調をとどめながらも、他方で内発型の工業振興 と地域工業の自立 とい

うねらいを内包す るものであることが指摘される。

さて上述の第1章 を総論 として、第2章 か ら第7章 にわたって各論的な展開がなされている。「第2

章 炭鉱城下町か ら首都圏近接の複合的工業都市へ」では、いわき市の工業を事例 として、文字通 り炭

鉱城下町を経て化学 と電機 と輸送を三本柱 としっつ大小さまざまな業種 と企業をかかえる首都圏近接の

複合的工業都市へ と変貌を遂げた工業展開の内実が 「場所」にひきっけなが ら論じられる。そして首都

圏に近接 しているいわき地域の地理的な比較優位性 という 〈場所の個性〉には、自立 した地域振興を志

向する 〈場所への意図〉ではな く、中央の政府や資本に地域振興の牽引力をもとめるという外来志向の

〈意図〉が織 りこまれていること、そしてそれじたい、工業振興上の成功体験をみずからの地域にたい

する自己認識、すなわち 〈場所の思想〉 として底在させている、 と指摘する。

「第3章 地場産業の町から富士通城下町へ」では、漆器 と酒造の地場産業の町から半導体の富士通城

下町をかたちつ くるようになった会津若松市の戦後の工業の展開が検討に付される。そこでは地場の漆

器や酒造 という産業上の 〈個性〉の連続線上において富士通城下町という新たな産業上の 〈個性〉が形

成 されたこと、そしてその過程において会津の地域振興の担い手を中央資本 という外来の主体に依拠 し

ようとする 〈意図〉が織 りこまれていること、さらにそうした 〈意図〉が 「会津 とともに生きる(ほ か

ない)」.という従来からの 〈場所の思想〉の裏面にひそんでいた会津の 「後進性」や内陸盆地であること

の 「閉鎖性」にたいする自己認識、すなわち 〈場所の思想〉に根ざしていることが観取される・

「第4章 スピンオフの土壌 と起業化支援」では、スピンオフを早 くか ら導入するなど、自立的な地域
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起業家風土 という東北において稀な 〈場所の個性〉を醸成 させなが ら、内発型の地域工業を展開させて

きた花巻市の工業の事例が座に据えられている。そこでは事例のもつ先駆性 と無比性に高い評価があた

えられながらも、如上の 〈場所の個性〉そしてそこを通底する内発的な地域振興への 〈意図〉が、グロー

バル化がせ まる高度な技術を保有する高付加価値型の経営の展開のための礎 となっていないこと、そし

て何よりもそうした展開をこころみる自立企業の台頭がさほどみられないことが指摘 される。

「第5章 基盤技術の一大加工センター」では、内陸の農業の地にあってはや くから工業化の道を選び

取 り、今や基盤技術を主 とする東北の一大加工センターとまで称されるようになった北上市の工業を事

例 として、その促迫の要因が「場所」に引 きよせて検討されている。そ して、北東北の内陸にあっての「後

進地帯あるいは低開発地帯」や 「近代産業の立ち遅れ」などといったみずか らの地 にたいする後進性の

自己認識から脱 して、みずか らの地の地域振興を自立的に具現 しようとする 〈場所への意図〉 とその担

い手、さらにみずからの地をそれが可能な地 として自己認識す る内発的な息づかいをもった 〈場所の思

想〉が獲得 されてい く過程に熱いまなざしが注がれる。

「第6章 弱電の町 と企業間ネットワーク」では、米沢織の町か ら高付加価値型の弱電の町へ と変貌を

とげた米沢市の工業が事例 となっている。ここでは特に半ぼNPO的 な発想 と性格をもった企業間ネッ

トワークの活動にささえられて立ちあらわれている地域工業の高度化の動きに主眼が置かれ、そこに底

在するみずか らの力によって地域工業 と産業の高度化を模索 しようとする視点、つまり内発的な自立精

神の息づかい=〈 場所の思想〉が読み解かれる。そしてそうであればこそ、本事例は第5章 の事例 とと

もに、自立的な工業振興 と新 しい産業 とをめざそうとする 〈場所への意図〉を具体的にはらむもの とし

て位置づけられるのである。

各論の最後尾に位置する 「第7章 漁業水産基地 と基礎素材型工業の町」では、港湾をその土台にも

ちつっ戦前か ら一貫 して水産加工 と基礎素材を基幹的部門 としてきた八戸市の工業に座が据えられてい

る。そこでは八戸市の工業政策 と都市政策が もっ一定の先見性 と主体性が浮き彫 りにされ るとともに、

国家的な開発プロジェクトへの長期にわた る依存/便 乗 という、いうなれば 「外から」 もしくは 「上か

ら」強いられた受動的なスタンスが透視される。そして筆者は、後者の受動的なスタンスの基底に八戸

市 という場所への後進性、さらに津軽 との対抗意識に縁由された 〈場所の思想〉を見いだす とともに、

それ らが 「開発」の現実場において再生産され、結果的に八戸市 という地域経済の外部依存の固定化 を

うなが しているとみるのである。いうまで もな く、ここでは港湾都市の歴史にねざす 「開放性」認識 と

いう 〈場所の思想〉が少なからず影をおとしている。

以上、各論の展開を踏まえながら、そして 「序章」の問題意識に立ちかえって、「終章」では、東北 に

おける戦後の 「開発」史 と工業振興の内実が再審され総括 に付されている。筆者によれば、六つの事例

分析を通 して共通に指摘できることは、50年 の開発がそれぞれの地が固着させてきた旧来の 〈場所の個

性〉を色あせ均質化 させてきたこと、そしてそこに色濃 く投影 しているのが経済一元的な 〈場所への意

図〉であった ということである。さらにこうした 〈場所への意図〉の奥底には、中央資本の 「意思」と

親和性を有 し、かっ 「後進性」や 「閉鎖性」、あるいは 「開放性」 とか 「首都圏近接の優位」 といった言

葉に底礎する 〈場所の思想〉がよこたわっているのである。同時に、筆者は、経済のグローバル化の進

展 とともにすすんでいる地域工業の高度化の動きのうちに、地方都市が これまで外来型の工業振興を選

びとるなかであゆんできた 〈場所の個性〉の均質化の道筋を相対化 しつつ、その地に根 ざした地域要素

の活用 とその編成のあ り様を積極的に選 びとっていけるような主体的な条件をひろげている磁場空間を

みている。

以上、本論文は、戦後日本の 「開発」史 と工業振興の内実を、〈場所の個性〉、〈場所への意図〉、〈場所
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の思想〉 という分析的概念を用いて、具体的経験的な場で社会学的に定式化することに果敢に挑戦 して

いる。 こうした試みによって得 られた知見は、従来経済地理学 もしくは地域経済学によって得 られた知

見の一面性に修正をせまるとともに、いわゆる 「場所の社会学」形成に向けての貴重な一里塚を成すも

のであると考えられる。

よって、本論文の提出者 は、博士(文 学)の 学位を授与され るに十分な資格を有するものと認 めら

れる。
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